
療

肝生検・インターフェロン療法入院診療計画書(2) 　　　様 担当医師 担当看護師

退院基準；発熱や関節痛などが外来でコントロールできる

入院当日（　　/    ) 肝生検当日（　　　/       ) 検査後1日目（　　　/      ) 検査後2日目～4日目退院日（　　/    ～　　 /    )

検査・治 ●血液検査 ＜検査前＞ ●朝6時～7時頃に採血に伺います

処置 ●胸腹部レントゲン撮影 ●13時頃より右手から点滴を行います ●傷の消毒を行います

●心電図検査 （異常なければカットバンにします）

●出血時間

上記の検査を行います

＜検査後＞

薬剤 ●普段内服している薬が ●検査中は心電図モニター・自動血圧計をつけ、 ●飲み薬が開始となります ●熱がある時は解熱剤を使用します

ありましたらお知らせください 3分毎に観察します ●インターフェロンの注射をします

●検査後はストレッチャーで病室に戻ります

●痛みや熱がある時は痛み止めや解熱剤を使います ●熱がある時は解熱剤を使います

●吐き気がある時は制吐剤を使います

安静度 ●普段どおりの生活ができます ●検査後4時間は床上安静となります ●病棟内は自由に歩いて頂けます ●病院内の敷地内は自由に歩いて頂けます

●入浴できます (検査後1時間は右側を下に3時間は仰向きに ●入浴はできません ●3日目よりシャワー浴していただけます

寝ていただきます） 身体を拭きます

その後はトイレまでは歩いていただけます

全身管理 ●入院時検温に伺います ●10時頃検温にうかがいます ●朝6時・10時頃に検温に伺い ●朝10時頃に検温に伺います

●検査後帰室時・30分後・1時間後・2時間後 ます

18時・21時に検温に伺い、全身の観察を行います

食事・ ●病状に応じた食事を食べて ●朝9時以降は食べたり飲んだりできません ●病状に応じた食事を食べて ●病状に応じた食事を食べていただきます

栄養管理 いただきます ●検査後は直後より水分は飲んでいただけますが、 いただきます

食事は4時間後になります

説明・ ●病棟内の案内をします ●退院後の生活について

指導教育 ●主治医および看護師より検査 説明させていただきます

の説明があります

●薬剤師からお薬の説明があります
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